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●設楽原歴史資料館  ▲長篠城址史跡保存館

i薇 ・載 キ衆の代 ヽ1

当
時
の
冷
士
キ
今

武 」l.玄 の跡をilい だ1ル ||は 人1:3年 (575)5'1 15,,00人
のliを 率いて長篠城をはノ.だ 城i ll■ ザ,日 (後の

「

日)は 500人

の成長と,|に これをよく

"ざ

 また ■

"1強

右■ll門等の決死の

"きてもちこたえた 4・l  徳,I連 合■38000人 は設楽原に進十

し 辻百川にIヽってル防枷lを築いた.・ 11lIF強 と謳われた武口1:

は 級 ■ 徳川連合■の ll■ つ多くの火組銃の前に岐オl 名だたる

名将勇十を失った.

この戦いによって 武田氏の勢 力は大きく良退し 織田氏の勢

力はlL対的なものとなつた.ま さに戦lTの流れを大きく変える戦

いと言える11い であつた
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長篠城址史跡保存館 設楽原歴史資料館
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案内図

最新の情報はこちらでどうぞ !

Faceb麒 ページにつなかります

血染めの陣太鼓 ●
入場口▲

▲信玄砲

く馬防柵

◆開館時間/午前9時～午後5時
(入館は午後 4時 30分よて)

0休 館 日/毎週火曜日 年末年始
(火岬曰が休日の場合は次の平日が休館)

設楽原歴史資料館
httpゴ〃ww、 1“●1,x艤

●。lo′、お,115,5

長篠城址史跡保存館
htt]トツ′w、 w itcthook
て, ,,′ 1● メ|、 hino157う

く鳥居強右衛円

〒4411634愛 知県新城市長篠字市場221
TEL&FAX 0536-32-0162

E‐mal  hri― hozonkanOcity shinshiro 18'p

」R飯回線/長篠城駅下車徒歩 8分
東名高速道路/豊川LCよ り19km

新東名高速道路/新城「Cよ り3kロ

〒4411305愛知県新城市竹広字信玄原552
TEL&FAX 0536-22-0673

E―mal  sh taraOcity shinsh roJg jp

JR飯回線/三河東郷駅下車徒歩 15分

東名高速道路/豊川LCよ り16km

新東名高速道路/新城tCよ り 2 km

入 館 料
個  人 団体 (21名以上)

会員券
― 餃 小 中 一 般 小 中

長篠城址史跡保存館 210 100 160 50

1,500設 楽原歴史 資料館 300 100 200 50

両 館 共 通 券 400 150 300 80
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一

長
篠
合
戦

①

天
正
三
年

（
一
二
七
五
）
四
月
五
日
武
田
勝
頼
は

一
万
五
十
の
兵
を
率

い
て
甲
府
を
出
立
し
、
長
篠
城
奪
退
を
目
指
し
て
奥
三
河
に
進
攻
し
た
。

②

二
月

一
日
、
本
営
を
に
王
寺
に
置
き
、
兵
五
Ｔ
を
配
し
、
大
通
寺
に
は

武
日
信
豊

（信
玄
の
弟
）
真
日
信
絆
ら
が
布
Ｆ
。

負
原
、
岩
代
川
辺
に
は
穴
山
信
君
、
小
山
口
昌
辰
ら
が
備
え
、

⑤
豊
川
を
隔
て
た
鳶
ケ
巣
山
に
武
田
信
実
ら
二
五
０
人
の
兵
、
姥
ケ
懐
に

三
技
守
友
三
五
〇
余
人
の
兵
を
配
し
て
長
篠
城
を
包
口
し
た
。

④
徳
川
家
庁
は
　
長
篠
城
を
弱
冠
二
十

一
蔵
の
奥
平
貞
昌
以
下
五
百
名
の

兵
で
守
備
を
ま
か
せ
て
い
た
。
家
康
は
信
長
に
援
軍
を
要
請
し
て
い
た

が
、
信
長
は
石
山
本
願
寺
や
三
好
康
長
ら
と
対
峙
し
て
い
て
、
援
軍
を

送
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。
勝
頼
も
そ
の
事
情
を
良
く
理
解
し
て
い
た
。

し
か
し
貞
昌
の
抵
抗
は
意
外
に
強
国
で
あ
っ
た
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち

に
信
長
は
三
好

一
派
を
撃
退
し
、
五
月
十
三
日
、
度
草
な
る
家
康
の
要

請
に
応
じ
て
、
岐
阜
を
発
ち
同
崎
製
を
目
指
し
た
。

０

五
月
十
八
日
繊
日
　
徳
川
連
合
年
三
万
八
千
は
長
篠
城
南
西
お
よ
そ
三

千
口
の
設
楽
ケ
原
に
進
軍
し
て
き
た
。

０
織
口
　
徳
川
連
合
軍
は
そ
こ
に
留
ま
り
　
二
十
日
ま
で
に
か
の
有
名
な

馬
防
柵
を
設
楽
ケ
原
を
流
れ
る
連
音
ｎ
に
そ
っ
て
南
北
ニ
キ
ロ
に
わ
た

っ
て
築
い
た
の
で
あ
る
．

０

繊
＝
　
徳
川
連
合
軍
が
設
楽
ケ
原
に
陣
を
築
い
た
こ
と
を
知
っ
た
武
田

軍
は
軍
毒
を
開
き
、
決
戦
を
す
る
か
ど
う
か
を
語
っ
た
。
信
玄
以
来
の

重
巨
は
決
戦
を
回
避
す
る
よ
う
勝
”
に
進
言
し
た
が
　
勝
頼
の
近
習
た

ち
は
決
戦
を
主
張
　
勝
頼
は
そ
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
と
い
う
。

０

二
十
日
勝
頼
は
決
戦
と
決
ま
る
や
　
有
利
な
陣
を
作
る
た
め
に
す
ぐ
に

本
障
を
設
楽
ケ
原
の
清
井
口
に
移
し
た
。

０

一
方
、
徳
川
軍
の
酒
丼
忠
次
隊
な
ど
が
長
篠
城
を
見
下
ろ
す
鳶
ケ
巣
山

な
ど
の
に
々
に
陣
を
張
る
武
田
軍
に
奇
襲
を
か
け
る
べ
く
兵
を
進
め
、

衣
が
明
け
る
の
を
行
っ
て

一
斉
に
攻
撃
を
か
け
　
壊
滅
さ
せ
た
。

⑩

信
長
も
勝
頼
が
設
楽
ケ
原
に
出
て
き
た
こ
と
を
知
る
と
、
茶
臼
山
に

木
陣
を
移
動
さ
せ
た
。

〇

二
十

一
日
早
朝
、
武
田
軍
は
最
左
翼
に
布
陣
し
た
山
縣
昌
景
を
先
鋒
に

突
事
を
開
始
し
た
。
山
縣
隊
の
赤
備
え
の
甲
冑
隊
が
馬
防
柵
目
指
し
て

突
進
を
繰
り
返
し
た
。

＠

一
一番
手
は
中
央
の
武
田
信
廉

（信
玄
の
弟
）
と
内
藤
昌
豊
ら
が
突
撃
．

０

〓
一番
手
は
小
悟
信
貞
の
赤
備
え
軍
回
が
馬
防
柵

へ
突
入
．

０

四
番
手
は
黒
備
え
の
武
田
信
豊

（信
玄
の
明
）
が
、

０

五
番
手
は
最
右
翼
の
馬
場
信
房
が
出
撃
し
て
攻
撃
を
繰
り
返
し
た
。

０
武
口
軍
で
織
口
　
徳
川
の
障
に
も
っ
と
も
深
く
切
り
込
ん
だ
の
は
内
荘

昌
豊
の
部
隊
で
あ
っ
た
が
、
織
口
　
徳
川
工
は
な
ん
と
か
猛
攻
を
し
の

ぎ
、
逆
に
馬
防
柵
か
ら
で
て
、
武
回
軍
を
追
摯
、

①
午
後
二
時
を
ま
わ
る
頃
に
武
田
軍
は
退
却
の
ホ
ラ
具
を
吹
い
て
、
豊
川

沿
い
に
撤
退
を
開
始
し
た
。



最
強
武
囲
騎
馬
隊
対
織
田
鉄
砲
隊
ど
馬
防
柵

天
正
三
年

（
一
五
七
五
）
五
月
二
十

一
日
織
田
　
徳
川
連
合
軍
と
武
田

軍
の
雌
雄
を
決
す
る

一
大
決
戦
が
奥
二
河
長
徒
城
周
辺
で
壮
絶
に
繰
り
広

げ
ら
れ
た
。
こ
の
戦
い
が
織
田
　
徳
川
を
打
ち
倒
す
好
機
と
考
え
た
武
田

勝
頼
で
あ
っ
た
が
、
信
長
の
鉄
砲
隊
と
馬
防
柵
設
置
の
作
戦
の
前
に
果
敢

に
挑
戦
す
る
も
敗
北
に
終
わ
る
。
こ
の
戦
い
は
新
し
い
時
代
の
戦
い
方
の

到
来
を
体
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
史
跡
は
現
在
も
各
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
長
篠
城
趾
史
跡
保

存
館
や
設
楽
原
歴
史
資
料
館
、
復
元
馬
防
柵
な
ど
、
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ

く
り
と
見
て
廻
る
価
値
は
あ
る
。
峰
や
丘
に
陣
地
を
築
き
、
命
を
か
け
て

戦
い
、
勝
負
を
決
す
る
と
い
う
武
将
の
生
き
方
に
、
運
命
の
見
定
め
方
を

強
く
感
じ
る
。

愛知県新城市長篠字市場 22-1
8 0586‐ 321D162

0新姉 鰈 原庭申凱

愛知― ●竹広字信玄原 552
8 0536‐ 22‐0673

「

長本障跡

書臼山  誓
ご‖

決戦が行われた設楽ケ原の連ヨ ‖と復元馬防柵薇望

復元馬防柵

武田勝頼が最初に陣を置いた医T寺

繊日信長が本陣を置いた茶自山山頂

ACCESS MAP

靱 内



長猿城址拡大図
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3扇
「

≡≡三多
冨。

ぃ｀

薦ケ栄山へ登る途中では左前方に遠く

、殷楽原決戦場をのぞみ、眼下に長篠の

『

駆

h畠信玄の後を継いだ勝頼は 天
正3年 5月 、1万 5千の軍で長篠城を

包国した。城主奥平貞昌以下5百の兵
ま、武田軍の連日連夜の攻撃に耐え

たが、糧倉も底をつき落城寸前にあ
つた。

鳥設 諸 問 情 舗 繁 ぬ は

夜半、重囲を抜け出し岡崎へ、そし

て使命を果たし再ぴ城中に入ろうと

して捕らえられた。武田軍は助命と

恩賞を条件に、城中にむかつて「援

軍来たら視 と報告するよう諭要した。

彼は敵の裏をかき大音声で援軍の近

し`ことを目よ つしヽこ礫にわヽすらねた

そして織田 響製陣合軍と武田コの l.2

楽原決靭が零始さ,た ち 』

至
飯
田

几    例

Eニコ 薄略 動 車 自堅早退行可

'   '史跡めぐ/」 コース

ーーー 砒略  徒歩
‐‐  遊

"違

 徒歩

0

υ

君が団薦
(り0

友簡山砦●

｀門釉 L
武田兵庫頭陣地

お問い合せは

城 市 観 光 協 会
城址史跡保存館峡峨⑩ TEL0536-32‐ 0162



長篠 の戦 い

天正3年5月 、武田信玄の子勝

頼 は、勢力を東海lL方へのばす

ため1万5千 を率いて長篠城 を固

んだ。

時の城主奥平貞昌は城兵5百で

これに対峙 した。

5月 8日 以降 武田軍は激 しい

攻撃をかけ、ことに13日 夜から

14日 にかけての総攻撃は激 しく

城兵はよく応戦 した。 しか しjbt

中には4、 5自 分の食糧が残 って

いるのみとなり、落城は日前に

迫った。

貞昌はこの危急打開すべ く軍

議 をひらき、家康への救援要請

の使者 として鴬膚者若蕎論を上

てた。5月 14日 、強右衛 F月 は夜

半に乗じて野牛門から

'“

こ入り、

鳴子網 を切 って急流 を下 り広瀬

に上陸。家康に落城の危機 を告

げ援軍を請 うた。使命 を果た し

た後、城に入ろうとして捕 えら

れ16日 夕刻に探 となった。

20日 武田軍は長篠城の押 さえ

に3千の兵 を残 し、織田 徳川

連合軍の堅陣、設楽原に向かっ

て進撃 した。

長 篠 城 址

豊川 (寒狭
"Dと

支流宇連川I

との合流点を背にして、扇形に

開いた面積約 10haが、天正 3年

長篠の戦い当時の城の規模であ

つた。現在、東跡の大部分は耕

地や宅地になっている。

回の搭量i昴青馨9彙難iゝ
小沢力ゞ 1ヒ方か ら流オtて 、 豊′Il lこ

落ち込ん輛総
`ぅ

。 この矢沢より

西側に、弾正郭、家老屋敷があ

り矢沢の東か ら南にかけて、倉

屋敷、帯郭、本丸、野牛郭、日

城享|、 瓢郭な ど6郭があ リーつ

の城が矢沢によって二つに分か

れていた。

豊川 と宇連

"Iは

深い谷をつ く

つてお り、それに矢沢も加わっ

て、 自然の防御線 とな り、人エ

の内堀 と土星 とともに本丸を回

んでいる。その外側に外堀 と土

塁があった。現在内堀 と二塁の

大音1分、外堀の一部、弾正郭の

上塁の大部分が残つている。外

堀の北側にあった倉屋敷、巴城

郭、瓢郭などの境界は、現在で

は明確でない。

大手門跡、鰯手門跡は明 らか

である力
'、

これを結ぶ防御の設

備にどのようなもの力ゞあつたか

も明 らかでない。弾正郭は■塁

をめぐらしているが、その大半

は往時のままの姿である。

長篠城 址 の周辺

鰤医工寺山

長篠の戦いで、武口勝頼の本

陣 となつた、 この山か らは長篠

城 t■を一望出来 る。麓に医王寺

がゃり、伝説の片葉のアシが成
る弥陀の池がある。

■天神 山

医工寺山の南に続 く小山であ

る。一篠信竜、真回信綱 真田

昌輝兄弟、土屋昌次などの陣地

があった。

や大通寺山

長篠城址の北端に接し

`tる

。
武田信豊 馬場信房 小山口昌

行など2に地があった。寺の裏

にある盃井 とllrぶ 泉があり、長

篠の戦いの折、武口方の馬場信

房 山県昌景 内藤昌豊 土屋

昌次力ゝ
.,こ

の泉の水を汲んで別
れの水盃を交わしたと言う。

舎岩 代

内藤昌豊 小憎偏貞の陣jLIが

あった。 ここに殿戦をつとめた

馬場信房の墓がある。

鸞篠場野

豊川|を 隔てた長篠城址の対岸

を篠場野 といい、 この方面に山

県 昌景 高坂昌澄などの陣地が

あった。現在、鳥居強右 r■ l門傑

死の碑があ り、近 くの稲場新昌

寺には鳥居強右衛門の墓がある。

■渡合

豊川 と宇連 川が合流 す る所 を

漬答とぃぅ。渡合から深い渕 (牛

渕)と なり、牛渕に続いて長走

りの瀬がある。武田軍は城兵が

脱出するのを防 く
｀
ために、長走

りに近い所へ噌宇鋼 を張った。

1乗本の砦

宇連川を隔てた長篠城 l■ の対

岸弓張山脈の山裾に、鳶が巣山

をは,p吾 ?の帯力〕2つ を。不
から重ず臥床、姥が懐、鳶ご巣

中、久間山の順にあって、鳶力ゞ
巣山を守っていたのは、信玄の

弟武田l.実 らであつた。

彙伝説「片葉の葦」
長篠の戦いで、勝頼は多 くの

武将のいさめも開かず一気に勝

負を決めようと設楽原に駒を進

めることにした。

前夜勝頼がやっと眠 りにつき

かけたとき、枕元に自髪の老人

力清 もなく立っていた。そして、

勝頼力ゞはつとして起き上がろう

とするのを手で制した老人は、
「明日の戦いは不利じゃ、無課

な戦いはやめて帰れ.も し目覚

めなければ今 日限 り汝を見限る

であろう。J といつた。勝頼は

烈火のごとく怒 り、枕元に置い

てあった太刀で、抜 く手も見せ

ず老人の肩口に切 り付けた。す

ると老人の姿●すっと見えなく

なってしまつた。翌朝、弥陀の

池の葦の葉がすべて片葉になっ

ていたという。 この話を伝え間
いた人々は、その老人は葦の精
だつたのだろうと噂したという。

歴
史
を
歩
輔
で
難
ま
せ
ん
か
！

△城址を見渡す「渡合J ▲強右術円薇刑図



戦国時代 は何の日今 日

暦

1 6月 26日

旧 暦 出来ごと

ロ ヘ エ 0平 tlb75)
A日 つo百

′■ El入 上 o年 (1575)

D月 12日 天正3年 (■ 575)

■カ レ lCt rrl早 及言ょり野牛門に

鍼 丸西隅より地

7月 1日 5月 13日 天正3年 (1575) 織田信長 岐阜を立つ

7月 2日 5月 14日 天正 3年 (1575) 武田軍 総攻撃  鳥居強右衛門脱出
織田信長岡崎に到着

7月 3日 5月 15日 天正 3年 (1575) 鳥

―

織面昨霧
=徳

り:1家康に拝
謁

7月 4日 5月 16日 天正 3年 (1575) 鳥居強右衛門 武田軍に捕まる

7月 5日 5月 17日 天正 3年 (1575) 鳥居強右衛門 篠場野にて礫殺される

7月 6日 5月 18日 天正3年 (1575) 織田信長 設楽原に到着、布陣

7月 7日 5月 19日 天正 3年 (1575)
武田勝頼 医王寺山の軍議において進
撃を決める

7月 8日 5月 20日 天正 3年 (1575) 武田勝頼 豊川 (寒狭川)を渡り清井田付
近に陣取る

7月 9日 5月 21日 天正 3年 (1575) 酒井忠次隊が鳶ヶ巣山奇襲

長篠の戦い 設楽原決戦 武田軍大敗


